
○雰囲気
⾃�の軸をしっかり持つ�⽣が�いと思
います。みんな�識を持って物事に�り
�むので、�⽣同⼠で�め�う事ができ
ます。また先⽣�は、その軸や��を尊
重してくれ、�間的にもさらに成�させ
てくれる�在です。

○�立
�はサークルとアルバイトもしていたの
でできると思います。�き時間などを⾒
�し�えて⾏動すれば��時間は�保で
きます�

○しておいた�がいいこと
��までとは�いませんが、パソコンの
基�的なスキル（power pointやwordな
ど）はあった�がいいと思いました。�
⾃�そのスキルが�しく、�題などで時
間がかかる事がよくありました…

     ⼤�⽣活について

     ��Field Research
 研�先�ニュージーランド
                  (マセイ)

マセイ⼤�では、��やその保�ついて
�びました。ニュージーランドの⾃��
かな�や現地の�々の気さくな�柄は、
⾃�や⽣き物の⼤切さ、�との温かみを
�じる事ができました。沢�のアクティ
ビティもあり、��と�びで��してい
ました。

        ゼミの研�テーマ
              「持�可�性をめぐる
              グローバル・ガバナンス」
            (井⼝ゼミ) 

○問題となってる事
��、貧�、��、��など�ての問題

○問題の背�
これらの問題の��は、�間の��は�
�だが地�の��は有�であるというと
こにある

○論点
地�のあらゆる�かさを、これからもず
っと�受できるように�っていく為には
どうするのか

国�����を
�んだきっかけ

国�����の「英�はツール、英�で
�ぶ」というフレーズに可�性を�じ、
英�だけでなく知識においても�界で�
⽤する�になりたいと思った事がきっか
けです。また、ずっと留�がしたかった
�にとって、必�に��フィールド・リ
サーチがある事もとても�⼒的でした。

世界で通⽤する知識を学ぶ国関
国際関係学部1期⽣(3回⽣)の学び


